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本
案
を
次
の
と
お
り
提
出
す
る
。
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議
員
提
出
議
案
第
二
号

経
口
中
絶
薬
承
認
後
の
丁
寧
な
運
用
と
体
制
整
備
を
求
め
る
意
見
書

厚
生
労
働
省
は
、
英
製
薬
会
社
ラ
イ
ン
フ
ァ
ー
マ
が
開
発
し
た
人
工
妊
娠
中
絶
の
た

め
の
飲
み
薬
に
つ
い
て
、
本
年
四
月
に
国
内
で
の
製
造
販
売
を
承
認
し
た
。

国
内
初
の
経
口
中
絶
薬
と
な
り
、
世
界
保
健
機
関
（

）
が
推
奨
す
る
手
法
の

W
H
O

選
択
肢
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
絶
を
受
け
る
女
性
へ
の
身
体
的
、
心
理
的
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
意
味
で
と
て
も
大
切
で
あ
る
。

経
口
中
絶
薬
を
用
い
て
の
中
絶
は
、
医
学
の
進
歩
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て

き
た
吸
引
法
や
そ
う
は
法
と
比
較
し
、
母
体
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
で
き
る
点
で
優
れ

て
お
り
、
今
回
の
経
口
中
絶
薬
の
承
認
に
よ
っ
て
女
性
が
自
分
の
健
康
を
守
る
上
で
の

選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
は
、
女
性
の
自
己
決
定
権
の
尊
厳
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

一
方
、
薬
の
運
用
面
に
お
い
て
は
、
医
療
体
制
の
整
備
と
と
も
に
精
神
面
で
の
ケ
ア

も
十
分
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
絶
後
の
身
体
的
・
精
神
的
ケ
ア
を

提
供
す
る
体
制
整
備
も
同
時
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
経
口
中
絶
薬
の
承
認
に
よ
り
、
「
飲
み
薬
で
簡
単
に
中
絶
で
き
る
」
と
い
う

捉
え
方
を
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
性
や
生
殖
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
持
つ
た
め

の
「
包
括
的
な
性
教
育
」
や
、
産
め
な
い
・
産
み
た
く
な
い
と
き
に
、
避
妊
や
中
絶
を

選
ん
だ
女
性
が
自
分
の
体
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
＆
ラ
イ
ツ
：

（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
」

S
R
H
R

が
守
ら
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
経
口
中
絶
薬
の
運
用
に
当
た
っ
て
以
下
の
点
に
留
意

し
、
今
後
も
そ
の
取
り
扱
い
を
慎
重
に
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

一

経
口
中
絶
薬
の
投
与
に
あ
た
っ
て
は
、
女
性
の
健
康
を
守
る
た
め
の
十
分
な
説
明



と
精
神
的
ケ
ア
を
行
う
こ
と
。

二

処
方
後
の
健
康
管
理
も
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
整
備
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
精

神
的
ケ
ア
に
も
対
応
で
き
る
窓
口
の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
こ
と
。

三

望
ま
な
い
妊
娠
を
防
ぐ
た
め
の
包
括
的
性
教
育
や
相
談
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る

こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
五
年
十
月
六
日

箕
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市

議

会


